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○京都橘大学奨学寄附金等取扱規程  

平成28年11月28日  

制定第2225号  

（趣旨）  

第１条 この規程は、本学における民間財団等（以下「寄附者」という。）より支給され

る研究費（以下「奨学寄附金等」という。）の受入れに関する取扱いについて定める。  

（定義）  

第２条 本規程において奨学寄附金等とは、本学の教育研究の援助を目的として、特定の

対象を指定して、本学に寄附され、その経理が委任される奨学金・助成金、設備、機器

をいう。  

（奨学寄附金等の受付）  

第３条 寄附者は、奨学寄附金等申込書を、事務主管課を経由して学長に提出しなければ

ならない。  

２ 奨学寄附金等申込書には、目的・条件・金額等・対象などを記載する。  

（受入れの審議・決定）  

第４条 奨学寄附金等の受入れは、所定の「奨学寄附金等申込書」にもとづき、学長が決

定する。  

２ 次の各号に掲げる条件が付されている奨学寄附金等は、受け入れることができない。  

(1) 奨学寄附金等により財産を取得した場合、これを寄附者に対して無償で譲与するこ

と。  

(2) 奨学寄附金等による学術研究の結果、産業財産権等（特許権、実用新案権、意匠権

および著作権ならびにこれらの権利を受ける権利をいう。）の権利が生じた場合、こ

れを寄附者に対して使用させ、または譲与すること。  

(3) 奨学寄附金等の使用について、寄附者が会計検査を行うこととされていること。  

(4) 寄附申込後、正当な理由無く、寄附者がその意志により奨学寄附金等の全部または

一部を取消すことができること。  

３ 前項にかかわらず、寄附者が反社会的勢力に属すると判明した場合、奨学寄附金等は

受け入れることができない。  

（奨学寄附金等の支出）  

第５条 奨学寄附金は、本学の会計に収納された後、間接経費に相当する額を差し引いた

額を支出する。  

２ 前項の間接経費に相当する額は寄附金額の５％以上30％以内とし、特に定めのない場

合は、10％とする。  

３ 学長が、特別な事情があると認める場合には、前項に定める間接経費について、個別
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に設定することができる。  

４ 奨学寄附金等として寄附された設備・機器は、本学の資産としての手続を経た後、交

付する。  

（事務主管）  

第６条 この規程に関する事務主管は、学術振興課とする。  

（改廃）  

第７条 この規程の改廃は、大学評議会の議を経て、学長が行う。  

附 則  

この規程は、2017年４月１日から施行する。  
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